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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成22年2月12日(2010.2.12)

【公表番号】特表2009-520034(P2009-520034A)
【公表日】平成21年5月21日(2009.5.21)
【年通号数】公開・登録公報2009-020
【出願番号】特願2008-547471(P2008-547471)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｋ  31/353    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  45/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/357    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/36     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 311/58     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/24     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/22     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 321/10     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 317/58     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 319/20     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｋ  31/353   　　　　
   Ａ６１Ｋ  45/00    　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/357   　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/36    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 311/58    　　　　
   Ａ６１Ｐ  25/24    　　　　
   Ａ６１Ｐ  25/22    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 321/10    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 317/58    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 319/20    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成21年12月16日(2009.12.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　鬱病を治療するための製薬学的製剤の製造における、下記式（Ｉ）で表される化合物ま
たはこれの製薬学的に受け入れられる塩の使用方法：
【化１】

　式中、



(2) JP 2009-520034 A5 2010.2.12

Ｒ1およびＲ2は、各々独立して、水素および低級アルキルから成る群から選択され；
Ｒ4は、水素および低級アルキルから成る群から選択され；
ａは、１から２の整数であり；
【化２】

から成る群から選択され、ここで、
ｂは０から４の整数であり；そしてｃは０から２の整数であり；
各Ｒ5は、独立して、ハロゲン，低級アルキルおよびニトロから成る群から選択されるが
；但し
【化３】

の時にはａが１であることを条件とする。
【請求項２】
　式（Ｉ）で表される化合物またはこれの製薬学的に受け入れられる塩において、Ｒ1お
よびＲ2が各々独立して水素および低級アルキルから成る群から選択され；
Ｒ4が水素および低級アルキルから成る群から選択され；
ａが１から２の整数であり；
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【化４】

から成る群から選択され、ここで、
ｂが０から２の整数であり；そしてｃが０から１の整数であり；
各Ｒ5が独立してハロゲン，低級アルキルおよびニトロから成る群から選択されるが；但
し

【化５】

の時にはａが１であることを条件とする；
請求項１記載の方法。
【請求項３】
　式（Ｉ）で表される化合物またはこれの製薬学的に受け入れられる塩において、Ｒ1お
よびＲ2が各々独立して水素および低級アルキルから成る群から選択され；
Ｒ4が水素および低級アルキルから成る群から選択され；
ａが１から２の整数であり；
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【化６】

から成る群から選択され、ここで、
ｂが０から２の整数であり；そしてｃが０であり；
各Ｒ5が独立してハロゲン，低級アルキルおよびニトロから成る群から選択されるが；但
し

【化７】

の時にはａが１であることを条件とする；
請求項２記載の方法。
【請求項４】
　式（Ｉ）で表される化合物またはこれの製薬学的に受け入れられる塩において、Ｒ1お
よびＲ2が各々独立して水素および低級アルキルから成る群から選択され；Ｒ4が水素およ
びメチルから成る群から選択され；
ａが１から２の整数であり；
【化８】

が２－（２，３－ジヒドロ－ベンゾ［１，４］ジオキシニル），２－（ベンゾ［１，３］
ジオキソリル），２－（３，４－ジヒドロ－２Ｈ－ベンゾ［１，４］ジオキセピニル），
２－（２，３－ジヒドロ－ベンゾ［１，４］ジオキシニル），２－（６－クロロ－２，３
－ジヒドロ－ベンゾ［１，４］ジオキシニル），２－（６－フルオロ－２，３－ジヒドロ
－ベンゾ［１，４］ジオキシニル），２－（クロマニル），２－（５－フルオロ－２，３
－ジヒドロ－ベンゾ［１，４］ジオキシニル），２－（７－クロロ－２，３－ジヒドロ－
ベンゾ［１，４］ジオキシニル），２－（６－クロロ－ベンゾ［１，３］ジオキソリル）
，２－（７－ニトロ－２，３－ジヒドロ－ベンゾ［１，４］ジオキシニル），２－（７－
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メチル－２，３－ジヒドロ－ベンゾ［１，４］ジオキシニル），２－（５－クロロ－２，
３－ジヒドロ－ベンゾ［１，４］ジオキシニル），２－（６－ブロモ－２，３－ジヒドロ
－ベンゾ［１，４］ジオキシニル），２－（６，７－ジクロロ－２，３－ジヒドロ－ベン
ゾ［１，４］ジオキシニル），２－（８－クロロ－２，３－ジヒドロ－ベンゾ［１，４］
ジオキシニル），２－（２，３－ジヒドロ－ナフト［２，３－ｂ］［１，４］ジオキシニ
ル）および２－（４－メチル－ベンゾ［１，３］ジオキソリル）から成る群から選択され
るが、但し
【化９】

が２－（３，４－ジヒドロ－２Ｈ－ベンゾ［１，４］ジオキセピニル）の時にはａが１で
あることを条件とする；
請求項３記載の方法。
【請求項５】
　式（Ｉ）で表される化合物またはこれの製薬学的に受け入れられる塩において、Ｒ1お
よびＲ2が各々独立して水素およびメチルから成る群から選択され；
Ｒ4が水素およびメチルから成る群から選択され；
ａが１から２の整数であり；

【化１０】

が２－（ベンゾ［１，３］ジオキソリル），２－（２，３－ジヒドロ－ベンゾ［１，４］
ジオキシニル），２－（２，３－ジヒドロ－ベンゾ［１，４］ジオキシニル），２－（６
－クロロ－２，３－ジヒドロ－ベンゾ［１，４］ジオキシニル），２－（７－クロロ－２
，３－ジヒドロ－ベンゾ［１，４］ジオキシニル），２－（７－メチル－２，３－ジヒド
ロ－ベンゾ［１，４］ジオキシニル），２－（６－ブロモ－２，３－ジヒドロ－ベンゾ［
１，４］ジオキシニル）および２－（６，７－ジクロロ－２，３－ジヒドロ－ベンゾ［１
，４］ジオキシニル）から成る群から選択される；
請求項４記載の方法。
【請求項６】
　前記式（Ｉ）で表される化合物を（２Ｓ）－（－）－Ｎ－（６－クロロ－２，３－ジヒ
ドロ－ベンゾ［１，４］ジオキシン－２－イルメチル）－スルファミドおよびこれの製薬
学的に受け入れられる塩から成る群から選択する請求項１記載の方法。
【請求項７】
　前記鬱病が大鬱病性障害，単極性鬱病，治療不応性鬱病，難治性鬱病，不安抑鬱および
気分変調から成る群から選択される請求項１記載の方法。
【請求項８】
　前記鬱病が大鬱病性障害，単極性鬱病，治療不応性鬱病，難治性鬱病および不安抑鬱か
ら成る群から選択される請求項１記載の方法。
【請求項９】
　前記鬱病が大鬱病性障害，単極性鬱病，治療不応性鬱病，難治性鬱病および不安抑鬱か
ら成る群から選択される請求項１記載の方法。
【請求項１０】
　前記鬱病が大鬱病性障害である請求項１記載の方法。
【請求項１１】
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　鬱病を治療するための製薬学的製剤の製造における、（２Ｓ）－（－）－Ｎ－（６－ク
ロロ－２，３－ジヒドロ－ベンゾ［１，４］ジオキシン－２－イルメチル）－スルファミ
ドおよびこれの製薬学的に受け入れられる塩から成る群から選択した化合物の使用方法。
【請求項１２】
　前記鬱病が大鬱病性障害，単極性鬱病，治療不応性鬱病，難治性鬱病，不安抑鬱および
気分変調から成る群から選択される請求項１１記載の方法。
【請求項１３】
　前記鬱病が単極性鬱病，治療不応性鬱病，難治性鬱病および不安抑鬱から成る群から選
択される請求項１１記載の方法。
【請求項１４】
　前記鬱病が大鬱病性障害，単極性鬱病，治療不応性鬱病，難治性鬱病および不安抑鬱か
ら成る群から選択される請求項１１記載の方法。
【請求項１５】
　前記鬱病が大鬱病性障害である請求項１１記載の方法。
【請求項１６】
　鬱病を治療するための製薬学的製剤の製造における、式（ＩＩＩ）
【化１１】

で表される化合物またはこれの製薬学的に受け入れられる塩の使用方法。
【請求項１７】
　前記鬱病が大鬱病性障害，単極性鬱病，治療不応性鬱病，難治性鬱病および不安抑鬱か
ら成る群から選択される請求項１６記載の方法。
【請求項１８】
　前記鬱病が大鬱病性障害，単極性鬱病，治療不応性鬱病，難治性鬱病および不安抑鬱か
ら成る群から選択される請求項１６記載の方法。
【請求項１９】
　前記鬱病が大鬱病性障害である請求項１６記載の方法。
【請求項２０】
　少なくとも１種の抗鬱薬との共治療を施すことにより鬱病を治療するための製薬学的製
剤の製造における、下記式（Ｉ）で表される化合物またはこれの製薬学的に受け入れられ
る塩の使用方法：

【化１２】

　式中、
Ｒ1およびＲ2は、各々独立して、水素および低級アルキルから成る群から選択され；
Ｒ4は、水素および低級アルキルから成る群から選択され；
ａは、１から２の整数であり；
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【化１３】

から成る群から選択され、ここで、
ｂは０から４の整数であり；そしてｃは０から２の整数であり；
各Ｒ5は、独立して、ハロゲン，低級アルキルおよびニトロから成る群から選択されるが
；但し

【化１４】

の時にはａが１であることを条件とする。
【請求項２１】
　前記式（Ｉ）で表される化合物を（２Ｓ）－（－）－Ｎ－（６－クロロ－２，３－ジヒ
ドロ－ベンゾ［１，４］ジオキシン－２－イルメチル）－スルファミドおよびこれの製薬
学的に受け入れられる塩から成る群から選択する請求項２０記載の方法。
【請求項２２】
　前記抗鬱薬をイミプラミン，アミトリプチリン，デシプラミン，ノルトリプチリン，ド
キセピン，プロトリプチリン，トリミプラミン，マプロチリン，アモキサピン，トラゾド
ン，ブプロピオン，クロミプラミン，フルオキセチン，デュロキセチン，エシタロプラム
，シタロプラム，セルトラリン，パロキセチン，フルボキサミン，ネファザドン，ベンラ
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ファクシン，ミルナシプラン，レボキセチン，ミルタザピン，フェネルジン，トラニルシ
プロミン，モクロベミド，カバカバ，セントジョンズワート，ｓ－アデノシルメチオニン
，甲状腺刺激ホルモン放出ホルモン，ニューロキニン受容体拮抗薬およびトリヨードチロ
ニンから成る群から選択する請求項２０記載の方法。
【請求項２３】
　前記抗鬱薬をモノアミンオキシダーゼ阻害剤，三環系薬，セロトニン再摂取阻害剤，ノ
ルアドレナリン作動性セロトニン再摂取阻害剤；ノルアドレナリン作動性・特異的セロト
ニン作動性薬および非定型抗鬱薬から成る群から選択する請求項２０記載の方法。
【請求項２４】
　前記抗鬱薬をフェネルジン，トラニルシプロミン，モクロベミド，イミプラミン，アミ
トリプチリン，デシプラミン，ノルトリプチリン，ドキセピン，プロトリプチリン，トリ
ミプラミン，クロミプラミン，アモキサピン，フルオキセチン，セルトラリン，パロキセ
チン，シタロプラム，フルボキサミン，ベンラファクシン，ミルナシプラン，ミルタザピ
ンおよびブプロピオンから成る群から選択する請求項２０記載の方法。
【請求項２５】
　前記抗鬱薬を神経ペプチド，神経ペプチド受容体を標的にする化合物およびホルモンか
ら成る群から選択する請求項２０記載の方法。
【請求項２６】
　少なくとも１種の抗鬱薬との共治療を施すことにより鬱病を治療するための製薬学的製
剤の製造における、（２Ｓ）－（－）－Ｎ－（６－クロロ－２，３－ジヒドロ－ベンゾ［
１，４］ジオキシン－２－イルメチル）－スルファミドおよびこれの製薬学的に受け入れ
られる塩から成る群から選択した化合物の使用方法。
【請求項２７】
　前記抗鬱薬をイミプラミン，アミトリプチリン，デシプラミン，ノルトリプチリン，ド
キセピン，プロトリプチリン，トリミプラミン，マプロチリン，アモキサピン，トラゾド
ン，ブプロピオン，クロミプラミン，フルオキセチン，デュロキセチン，エシタロプラム
，シタロプラム，セルトラリン，パロキセチン，フルボキサミン，ネファザドン，ベンラ
ファクシン，ミルナシプラン，レボキセチン，ミルタザピン，フェネルジン，トラニルシ
プロミン，モクロベミド，カバカバ，セントジョンズワート，ｓ－アデノシルメチオニン
，甲状腺刺激ホルモン放出ホルモン，ニューロキニン受容体拮抗薬およびトリヨードチロ
ニンから成る群から選択する請求項２６記載の方法。
【請求項２８】
　前記抗鬱薬をモノアミンオキシダーゼ阻害剤，三環系薬，セロトニン再摂取阻害剤，ノ
ルアドレナリン作動性セロトニン再摂取阻害剤；ノルアドレナリン作動性・特異的セロト
ニン作動性薬および非定型抗鬱薬から成る群から選択する請求項２６記載の方法。
【請求項２９】
　前記抗鬱薬をフェネルジン，トラニルシプロミン，モクロベミド，イミプラミン，アミ
トリプチリン，デシプラミン，ノルトリプチリン，ドキセピン，プロトリプチリン，トリ
ミプラミン，クロミプラミン，アモキサピン，フルオキセチン，セルトラリン，パロキセ
チン，シタロプラム，フルボキサミン，ベンラファクシン，ミルナシプラン，ミルタザピ
ンおよびブプロピオンから成る群から選択する請求項２６記載の方法。
【請求項３０】
　前記抗鬱薬を神経ペプチド，神経ペプチド受容体を標的にする化合物およびホルモンか
ら成る群から選択する請求項２６記載の方法。
【請求項３１】
　少なくとも１種の抗鬱薬との共治療を施すことにより鬱病を治療するための製薬学的製
剤の製造における、式（ＩＩＩ）
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【化１５】

で表される化合物またはこれの製薬学的に受け入れられる塩の使用方法。
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